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はじめに 

地球温暖化とヒートアイランド現象があいまって、東京の年平均気温はこの 100 年間で約 3℃上昇

している。都市化の影響の少ない 17 地点の気象官署の平均値でも約１℃の気温上昇が見られること

から、ヒートアイランド現象により約２℃上昇しているとされている。気温の上昇により夏季の熱中

症や睡眠阻害の増加や都市型集中豪雨の発生、サクラの開花や紅葉の時期の変化などさまざま影響が

表出している。 
ヒートアイランド対策としては政府においては「ヒートアイランド対策大綱」（平成 16 年 3 月）

により対策の方向性を示し、また各地方公共団体においても独自の対策計画等が推進されている。ヒ

ートアイランド対策として保水性舗装や高反射率塗料等の対策技術の開発が進められているが、こう

した新しい技術による対策と並行して、「風、緑、水」などの自然的資源を活用した対策も注目され

ている。自然的資源を活用するヒートアイランド対策は多くの場合、二酸化炭素排出量を削減するこ

とにもつながり、地球温暖化対策としての効果も期待されている。 
このような「風、緑、水」などの自然的資源の活用事例として、国外ではドイツ シュツットガル

トでは、地域の風や熱環境を分析したクリマアトラス（環境気候図）や韓国ソウル市の清渓川に架か

る高架道路を撤去し、水辺の再生と風による効果でヒートアイランド現象の緩和を図るなどの事例が

ある。国内においても都市再生の一環として、目黒川を風の道として活用する事業や皇居などの大規

模緑地の冷熱を活用しようという試みが実施されている。 
今回調査対象となる八都県市の範囲においては、湾岸沿いの比較的海風が豊富な地域から、内陸の風

が脆弱な地域がある。本報告では、八都県市という多様な特性を含む地域において、各種の知見、事例を

整理し、「風の道」を活用した対策を検討する上で参考となるよう、ヒートアイランド対策の基礎資料を作成し

た。 
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17 地点（網走、根室、寿都、山形、石巻、伏木、長野、水戸、飯田、銚子、境、浜

田、彦根、宮崎、多度津、名瀬、石垣島） 



-2- 

図 ソウル市清渓川高架道路の撤去前、撤去後（イメージ図） 

出典：清渓川復元推進本部 HP 

図 シュツットガルトのクリマアトラス

出典：都市環境のクリマアトラス 
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